











中 畠 孝 幸
キーワード:という 連体陸鮪 というので というのに




降った上 二ゝ旦｣の ｢という｣を ｢そうだ｣や ｢らしい｣に相当する-助動
詞として扱うべきであるとの主張がなされている｡また,ある種の連体修
飾構文で修飾節と被修飾名詞をつなぐ役割を果たす ｢という｣ (たとえば
｢大阪では水道が凍るiil 心配がない｣の ｢という｣) もすでに形式化
しており,-まとまりで扱うのが適当である｡本稿ではこのように-まと
まりの形式として捉えることのできる ｢という｣の棟能を主として問題と
















































































浴, ｢私が登ったLU｣の場合は, ｢私が (その)山に登った｣と述定の文
に転換できることからも分かるように,動詞 ｢登った｣と被修飾名詞 ｢山｣
との問に ｢に｣という格助詞を介して結ばれるような関係が認められるの




んだ｡また,寺村 (1975)は前者を ｢内の関係｣, 後者を ｢外の関係｣と




紘,被修飾名詞 ｢山｣の前に ｢という｣は入らない0-万, ｢富士山に登
った経験｣では,被修飾名詞 ｢経験｣の前に ｢という｣が入る｡そのよう








した｡以下,本稿では, ｢という｣が入るか否かが ｢内の関係｣と ｢外の
関係｣を区別する絶対の基準になり得るか,また ｢内の関係｣と ｢外の関
孫｣を規定するうえで ｢という｣がどのように関わるか,について検討し
てみたい｡また,それに加えて, ｢という｣に ｢ので｣ ｢のに｣などが付
いた ｢というので｣ ｢というのに｣の意味や用法についても述べることに
する｡





































にも(2)にも ｢そのような変わった (珍しい ･おもしろい ･きとくな-I













｢外の関係｣ ｢という｣挿入 - つなぎ
＼ 評価の対象
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